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※収支報告書は、提出されたものがそのままインターネット上において公表されます.

,「

○
※該 当す る区分 に 「!」 を付す こ と。

靡鍮 政 治 団 体 の 区 分

収 支 報 告 書(平 成26年 分)

口 政党の支部 口 政 党

凹 藩潔鋸 治団体 □ 政治資金団体

□解麟 治 □鵬灘 灘 体

Il2τ5,221
L

1

縫 管第

1TKC小 林鷹之後援会 ピ

(て いけい しいこばや したかゆ きこうえんかい)

活 動 区 域 の 区 分

号

(遡)

政 治 団 体 の 名 称

2主 た る事 務 所 の所 在 地 手葉市中央区新宿2丁目5番3号TKC干 葉政経研究会事務局内'・

3代 表 者 の 氏 名 齋 藤 敏 夫

会 計 責 任 者 の 氏 名

口2以 上の都道府県の区域等

回 同一の都道府県の区域内

4芥 川 誠.

資 金 管 理 団 体 の 指 定 の 有 無
「問合せ先 、

芥 川 誠(担当者)

国 会 議 員 開 係 政 治 団 体 の 区 分 凹 無!

口 有

・公職の種類 衆議院議員

(政治資金規正法第19条 の7第1項)

口 第1号 に係 る国会議員関係政治団体

凹 第2号 に係 る国会議員関係政治団体

・公職の候補者の氏名 小林鷹之

(以 下 指定 「有」の場合のみ記載〉

・公職の種類

043-298-3701

(電話)

(該当する方に0→)(現 職 ・ 候補者)

・資金管理団体の届

出を した者の氏名㌦ ノ (該当する方にO→)(現 職)

・国会議員関係政治団体に関する特例の適用期間

回1年 を通じて適用

口 対象年の途中での適用の異動あり

(「異動 あり」の場合のみ以下を記入)

平成 年 月 日か ら平成 年 月 日まで

ド 、

【留意事項】

国会議員関係政治団体については,1万 円

を超える支出を記載 し,コ ピー機によ り複写

した領収書の写 しを添付すること。

なお,す べての領収書 を保管すること。
Lノ

・資金管理団体の指定の期 間

口1年 を通じて適用

口 対象年の途 中での適用の異動あり

(「異動 あり」の場合のみ 以下を記入)

平成 年 月 日 か ら平成 年 月 日 まで

注意

(1)こ の表紙に記載する内容は、問合せ先の欄を除き、政治団体に関して届出た

内容と一致すること。

(2)記 蔵した内容を訂正する場合は、会計貴任者の押印が必要です。

{3)提 出にあたっては、記載されたページのみ提出してください。

(下櫃は選糞管理委員会が鵠藁。政治団佐は劒も記韮しないこと)

団体 コー ド 年分 届出年月日 翌年への繰越金
、/

ム331署 午D λ6 ユ ク o 雪 2ル 秘2、93券



○ ○

収 支 の 状 況
注意:収 支がない団体にあっても、本表 と表 〔その17)及 び表(そ の20)官 誓童は提出しなければならない.

7耀

全団体必要
(その2)

1.収 支 の総括表

(1)収 入 総 額(①+②)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 1 0 <唖+億1莇127≡}124ぎ ・

①(前 年 か ら の 繰 越 額)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …"幽 0 2 0 ll1791211∠

②(本 年 の 収 入 額 一囚+回+回+回+回+回+回)・ ・ … 一 一 0 3 0 1i 1001032'

〆

'

'

(2)支 出 総 額(表(そ の13-1)の 合 計 額)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 4 0 1 161308
(3)翌 年 へ の 繰 越 額((D一 ②)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 5 0 { 2621935〆

2.収 入囎 別金額 の内訳 ※収 支が ない場合 で あっても、 ・1・ 一 ・5・ の欄 に1ますべ て記入 す るこ と.」

① 個人の負担する党費又は会費

金 額 囚'"　 1　 '''"1'"　 '"　 　 0 6 0
十信 百万 干 円

員 数 ・ ・ 一 ・ … 一 阜 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 7 0
li{人

lI{

(2)寄 附

ア 寄 附(イ を 除 く 。)の 区 分 行 番 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 0 8 0
　ド 干

}円 1内 訳 を表(そ の7-1)へ 繊 す ること・

〔 う ち 特 定 寄 附 〕 0 9 0 1{ll}1 ■■

(イ)法 人 そ の 他 の 団 体 か ら の 寄 附 1 0 0 1} 1
■
内訳 を表(そ の7-2)へ 記 載す ること。

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附
■一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■■■■一 一 一 一

小 計(ア)+(イ)+(ウ)

1

1

1

2

0

0
一 十一糊 譜 ■

一 一

醤

内訳 を表(そ の7-3)へ 記 載す ること。
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

〇80～110の 小計 を記載 するこ と。

〔寄 附 の うち寄 附 の あ っせ ん に よ る も の〕 1 3 0 Ili
■

'内 訳 を表(そ の8)へ 記 載 す るこ と
。

イ 政 党 匿 名 寄 附 1 4 0 iii
幽 内訳を表(そ の9)へ 記載すること。

合 計 回(ア 十 イ) 1 5 0 {目001000 慢

※ 「特定寄附」 とは、候補者等が、政党から受けた政治活動用資金を自己の資金管理団体 に寄附 したものをい う。

※ 「政党匿名寄附」 とは、政党が街頭や講演会等で受けた一件千円以下の寄附をい う。 全団体必要



「1

00

(そ の6)

(6)そ の他の収入

摘 要 金 額
収 入
年 月 日

備 考

+億1莇

1

千 円

Ill
i{l
II

ii
1 !
{ {1
lll

{}i
llI

{}i

{ }】
1}{'
;}{
}1
ii
1
1}

8 0 0 こ の 頁 の 小 計 1 }
ナ※10万 円未満のその他の収入については、
合算 してこの欄 に記載すること。

8 1 0 1件10万 円 未 満 の も の 、132

9 0 0 合 計 回 !132〆

注意.預 金利子や貸付返戻金 な どについて記載す るもので、 「摘要」欄 にはその区分 を記載す ること。
ただ し、1件10万 円未満 の収入 にっいては、 「1件10万 円未満 のもの」欄 に合算 して記載するだけでよい。
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○ ○

(その7-3)政 治団体

(7)寄 附 の 内 訳(政 治団体) 寄 附 者 の 区 分 政治団体

団 体 の 名 称 金 額 年月 日 主 た る事 務 所 の 所 在 地 代表者の氏名 備 考

丁KC千葉政経研究会
十億 百万

,106boδ
H26.5.30 千葉市中央区新宿2丁 目5番3号 秋葉 芳秀

{ }

1;{
} 1 }
1 1

i

i{i
帽i

1{!
lll

i{
1

{ ヨ
葦1}

{1}

}i i
1
ll 1
1{{巳,巳

i
8 0 0 こ の 頁 の 小 計 }hooloOO/

」

〉 ※ 下記注意(2)参 照。

〉 ※ 数ページに及ぶ場合には、最後のページにのみ「合計」を記入すること。

欄 に記載 してもさしつかえない。

8 1 0 そ の 他 の 寄 附 1
9 0 0 合 計 ヨ 1100,000・
注意(1)本 部 または支部か ら受 けた交付金は、表(そ の5)へ 記載 し、本表 には計上 しないこと。

(2)年 間5万 円以下の寄附を受 けた場合には、合算 して、 「その他 の寄附」

(3)政治団体以外の団体 からの寄附は、表(そ の7-2)へ 記載す ること。



・ 幽

○ ○

(その13-1)

3.支 出項 目別 金 額 の 内訳

(1)支 出の総括表

一

項 目 金 額 備 考

1経 常 経 費 +嘱 醐
1

千1 円

一 ■

(1)人 件 費 0 1 0 {
② 光 熱 水 費 0 2 0 i
(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 0 3 0 } 1
(4)事 務 所 費
■一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

'」、 言十((1)～(4))

0

8

4

0

0

0
一

】1613081

11161308

一 一1■ 一一 一 一 一 申一一 一 一1■ ■一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■

2政 治 活 動 費 瑚 莇1判 円

一 ■

(1)組 織 活 動 費 0 5 0
ll
Il

(2)選 挙 関 係 費 0 6 0 il
(3)機 関紙誌 の発 行そ の他 の事業 費※ 0 7 0 lll 尋

(

内

訳
)

ア 機関紙誌の発行事業費 0 8 0
1

1 ■

一

■

一

.※(080)行 か ら(110)行 の合 計 を 、

(070)行 に記 載 す る こ と

イ 宣伝事業費 0 9 0 1
ウ 政治資金パーテ ィー 開催事業費 1 0 0

1

圃 1
蘭

工 その他の事業費 1 1 0
11

{1

(4)調 査 研 究 費 1 2 0

■

li
(5)寄 附 ・ 交 付 金 1 3 0 1】1

⑥ そ の 他 の 経 費
■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一-一 噌一 輌■噂1■■「輌■■■9■■噂6■■■騨■凹騨[■■卿一

小 計((1)～ ⑥)

1

8

4

0

〇
--■ 幽一-凹 ■

1
■

■

■

lll
.一 ⊥ 一 一 一L-一 一L-一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一.

うち本部 ・支部間の交付金合計 円

合 計 9 0 0
・《{}161308 く一(800)行 と(801)行 の合 計 を記 載す る こ と

注意 支磁が存在する揚合は、下表に従い必要婁類を添付すること{詳細は表(その14)、(そ の15-1)及 び(その15-2)の 建意書きを参照か

翻体区分 鶴1∫に寵載する金額 軽常籔 内談書(その14) 輔 鵜 費内藩{その!繍 齢 渦 勲鰭{その正爾

本 部又 は支部に対 して供 与 し
た交付金 に係 る支 出が ある揚

合は、(そ の16)を 添付する
こと。

困会議員溺係政治國体 1件1万 円を超 える支出 必要

必要
政治資金パーティーを

開鰹した揚合に必要
土記以外の政治団体

磯 ・難 箸麗 伽 綴 会嶺
1件5万_支 出}羅ll 塵

※資金擁 溺体は涯



○

(そ の14-3)

.幽

○

資金管理団体 ・国会議員関係政治団体用

(2)経 常経費(人 件費を除 く。)の 内訳 項目別区分 事務所費

支 出 の 目 的
張具体的に記入すること。

金 額 年 月 日
支 出 を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を 受 け た 者 の 住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

置

監査報酬
増 百万1 1呑{206「

H26.6.25
登録政治資金監査人
宮沢 英男

袖 ケ浦市福 王台3-9-13一

●

1{I
l!
1

i}

1{1

{1
{}1';'
1}1
li;
Ill!

i1 {
I

l
E }

1

{{1
l

l

} }!
lI{}I

lll
l

こ の 頁 の 小 計 ll16}200
、 ※1件 当た りの金額が、国会議員関係政治団体:1万 円以下、それ以外の
1政 治団体

:5万 円未満 の支出は、一括 してその合計額 を 「その他の支 出」

欄 に記載す ること(領 収書の写 しも不要)。
/な お、国会議員 関係政治団体はすべての領収書を保管すること。

それぞれ別葉として作成すること。

」に振込明細書の写しを添付して提出すること。

そ の 他 の 支 出 1 hO8
合 計 {{161308

注意(1)経 常経費(人 件費を除く。)の 支出があれば、必ず本表の提出が必要である。

② 項目別区分は、 「光熱水費」、 「備品・消耗品費」、 「事務所費」 とし、

㈲ ①国会議員関係政治団体:1件 当たりの金額が⊥互巴超の支出について記載し、コピー機により複写した領収書の写しを添付すること。

②それ以外の政治団体:1件 当たりの金額が5万 円以上の支出について記載し、コピー機により複写した領収書の写しを添付すること。

(4)領収書を徴 し難かったものについては、 「領収書等を徴 し難かった支出の明細書(別 添第8号 様式)」 を提出すること。

(5)金融機関等への振込による支出は、 「振込明細書に係る支出目的書(別 添第8号 様式の2)



○ ○

(その17)資 産 等 の 状 況

1資 産等の総括表

晶 ・

全団体必要

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分
1416

有 ※注⑧参照
88

無 備 考

ア 土 地 0 1 0 口 図

イ 建 物 0 2 0 口 回

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 0 3 0 口 回

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 0 4 0 o 回

預 金(普 通預 金 及 び 当座 預 金 を 除 く。)若 し くは貯 金(普オ
通 貯 金 を 除 く。)又 は郵便 貯 金(通 常 郵 便貯 金 を除 く。) 0 5 0 口 図

力 金 銭 信 託 0 6 0 口 図

キ 有 価 証 券 0 7 0 [] 図

ク 出 資 に よ る 権 利 0 8 0 口 凹

ケ 貸 付先 ご との残 高 が100万 円 を超 え る貸 付 金 0 9 0 [コ 口

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 1 0 0 目 磁

サ 取得の価額 が100万 円を超 える施設の利用に関す る権利 1 1 0 臼 回

シ 借入 先 ご との残 高 が100万 円 を超 え る借 入 金 1 2 0 [コ 団

注意(1)す べての団体が提 出す るものであること。

(2)団 体 としての資産等について記載す るものであり、全ての項 目について有 ・無のいずれかに 「!」 を付す こと。

(3)「 有」欄に!を 付 けた資産等 については、その内訳を表(そ の18)に 記載す ること。

全団体必要



(その20)

○

宣 誓

○

書

晶 厘

全団体必要

添 付 書 類(別 添の とお り)

回領収書等の写 し

□政治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

※添付 した書類の 「□」に 「1」 を付すこと。

平 成27年

TKC小 林鷹之後援会

夕 月 之 え 日

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違あ りません。

政 治 団 体 の 名 称

会計責任者 の氏名 芥川 誠 鯵
(以下は解散届提出時のみ記入)

(代 表 者 の 氏 名 ㊥)

※解散の場合は、解散届 も必要とな ります。

1全 団体必要



尋

噛 政治資金監査報告書

平成27年5月13日

TKC小 林鷹之後援会

代表 轍 夫殿
登録政灘 監査人 皇 沢 芙
登 録 番 号 第93万

研修修了年月 日 平成20年12月17日

1 監査の概要

(1) 私は、政治資金規正法(以 下 「法」 とい う。)第19条 の13第1項 の

○ 規定に基づき、TKC小 林鷹 之後援 会の平成26年 に係 る法第12条 第

1項 に規定する収支報告書のすべての期間を対象 として、当該収支報告

書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等

を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目

的書(支 出の 目的が記載 された振 込明細書の写 しを含む。以下同 じ。)

について、支 出に関す る政治資金監査を行った。

(2) この政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定 める ところによ り政

治資金適正化委員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」(以

下 「政治資金監査マニュアル」 とい う。)に 基づ き行 った。

(3) 私の責任は、外部性を有する第三者として、国会議員関係政治団体の会

計責任者の作成又は徴取した収支報告書並びに当該収支報告書に係る会

計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書、振

○
込明細書及び振込明細書に係る支出目的書について、政治資金監査マニ

ュアルに基づき政治資金監査を行った結果を報告することである。

(4) この政治資金監査は、TKC小 林鷹之後援会の主たる事務所において行

っ た 。

2 監査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果は、以下のとお りである。

(1) 法第19条 の13第2項 第1号 に規定す る事項 について、会計帳簿、明

細書及び領収書等が保存されていた。

なお、領収書等を徴 し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明

細書に係る支出目的書を必要とする支出はなく、領収書等を徴 し難かっ

た支出の明細書振込明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的



'

h 書 は存在 しなかった。

(2) 法第19条 の13第2項 第2号 に規 定す る事項 につ いて、会計帳簿には、

当該国会議員関係政治団体に係るその年における支出の状況が記載され、

かつ、当該国会議員関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えて

い た 。

(3) 法第19条 の13第2項 第3号 に規定す る事項 について、法第1 2条 第

1項 に規 定す る収支報告書 は、会計帳簿、明細書、領収書等に基づいて

支 出の状況が表示されていた。

(4) 法第19条 の13第2項 第4号 に規定す る事項 について、領収書等を徴

し難かった支出の明細書及び振込明細書に係る支出明細書は、存在しな

か っ た 。

○

3 業務制限

TKC小 林鷹 之後援会 と私 との間には、法第19条 の13第5項 の規 定に違

反 す る事実 はない。

以 上

○


